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ストリートダンスを教材としたダンスの授業評価
5．考察
本研究の対象者からみたダンスの授業評価の観点は、1r成果を伴う取
り組み」、2「成果」、3r協力」、4r仲間」であった。これらの4観点
は、高橋・長谷川・刈谷（23）の体育学習の4観点、「成果」「学び方」「協力」
「意欲・関心」とよく対応している。中でも第一因子の「成果を伴う取り
組み方」が重要な意義をもつ。つまり、本研究の対象者は、自主的に進ん
でダンス学習に取り組み、臆すことなく意見を出し、練習に励んだかどう
かという観点と、それに成果が伴うかどうかという観点から授業の良し悪
しを判断している。これまでの調査では、「態度・取り組み」「社会性」が
重要な要因であり、「生徒の評価として、ダンスの授業では、友人やグルー
プの仲間との人間関係、ルールやマナーなど、社会的な行動に対して評価
が高く、技能、技術的な向上、課題解決能力などに対する評価が低い。」5）
（p．5．）とされてきた。紙面の都合上関係する部分だけを掲載するが、ピ
アソンの積率相関係数を算出して関連性を調べた結果、「楽しかったです
か」という項目と1％水準で相関がみられた項目は、「目当てに向かって練
習できましたか」（．504）「表現を認め合うことができましたか」（．466）
「みんなで表現（作品）を作れましたか」（．409）「自分から進んで学習で
きましたか」（，388）r動きやイメージが見つけられましたか」（．310）の
5項目であり、この結果からも取り組みや関わりは重要な要因であるとわ
かる。やはり、松本（14）が指摘するように「仲間との人格的接触がダンス学
習経験における重要な特質のひとつ」と言えるだろう。しかし、今回の結
果では、今まではあまり重要視されなかった成果が取り組みと共に重要視
されている。これらのことから、成果という因子の抽出が、今回の調査の
ひとつの特徴であると思われる。
鐘ヶ江ら（11）によれば、授業への取り組み（態度）は、習得した技能のレ
ベルに強く影響される。つまり、その授業への取り組み方は、ダンスの上
手下手で決まるということである。この主張を裏付けるように、自由記述
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で動機付けを高めたあるいは低めた理由として最も多くあげられたのは、
有能感の第一因子である「身体的有能さの認知と自信」に関するものであっ
た。できたという達成感、やればできるという可能性を感じた時にはダン
スヘの動機が高まっていた。逆に、それらの感覚が得られない時には、ダ
ンスヘの嫌悪感や消極的な取り組みの姿勢を示した。これは、調査を実施
したのが授業中であったことと関係するだろう。モデル授業の目的がrで
きる」こと、技能テストがあることとも関係するだろう。また、対象者が
教員を志望するスポーツ専攻の学生であること、特に18，19歳の男子学生
が多く（66．7％）技術志向性が強いという特性等も原因として考えられる。
Csikszentmihaliy（2）によれば、人は自己の技能と達成目標が釣り合った時
に強く動機付けられる。そして、自己の技能が低ければ「不安」を、目標
が低ければ「退屈」という傾向を示す。退屈さを示した意見がなかったこ
とを考えると、今回のモデル授業で使用された教材（資料2）は、本研究
の対象者（教員養成系大学における健康・スポーツ専攻の学生）にとって
は、ほぼ適度からやや困難な挑戦課題であったと推察される。本研究で対
象としたような学生にダンスを指導する場合には、技術的な事柄を主な指
導教材とした上で、自己の技術の伸びや出来栄えを容易に評価できるよう
な指導を行うことで、ダンスヘの動機付けを高めるという仮説を立てるこ
とができる。
挑戦的な環境に自ら積極的に関わり、その環境の統制感を感じ、仲間と
共に満足すべき成果を挙げた時、学生達はそこに自己効力感に裏打ちされ
た楽しさを経験する。松本ら（15）は、短期の情意目標である「楽しさの体験」
には「関わる」と「取り組む」のふたつの評価観点のみが有意な関連性を
示したのに対し、長期の情意的目標である「ダンスヘの愛好的態度」の形
成には4つの評価観点の全てが有意に関連すると述べている。つまり、楽
しさだけに止まらず、学習者が生涯に亘ってダンスを享受する性向と能力
を育成するためには、r踊る・作る」rわかる」r関わる」r取り組む」の4
つの評価観点全てを満たす学習が重要である。しかし、今回の調査では、
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ダンス学習におけるr理解」の因子は抽出されなかった。また、松本（14）は、
踊る・創る・観るは一連の活動と考えているが、本研究では、踊る・作る
を中心とするダンスの運動学習だけが評価の観点となった。本研究で用い
たモデル授業には、rいろいろな表現ができると思う」r表現のよさ（悪さ）
がわかる」為の内容が欠けていたと言える。確かにモデル授業では、習得
する内容（3ジャンル24－8のコンビネーション）が多く、技術習得に多
くの時間が割かれた。互いの成果を見せ合ったり、自己評価だけでなく相
互評価を促す内容、また、教師から学生だけでなく、学生同士が教えあう
機会、つまり、踊る・作るという能力と共に、他者の表現を理解・鑑賞・
評価する能力を向上させるような機会を授業の中に取り入れる必要があっ
たと思われる。
6．まとめ
学生の認知するストリートダンスの授業評価の観点は、「成果を伴う取
り組み」、r成果（踊る・作る）」、r協力」、r仲間」の4因子であり、中で
も「成果」因子の抽出が今回の調査の特徴であった。つまり、ストリート
ダンスの授業の楽しさは、積極的に学習に取り組め、自分の考えや意見を
臆することなく示し、成果を伴う時に最も味わうことができる。この積極
的な運動参加のエネルギーの源になるのが、運動有能感の3因子（「身体
的有能さの認知と自信」r可能性」r受容感」）である。なかでもr身体的
有能さの認知と自信」が重要な意義を持つ。つまり、できたという感覚と
自信によって、積極的に取り組む姿勢が生まれ、それが仲間や教師から認
められた時には、更に有能感が増幅して感じられ、それによってダンス活
動に動機付けられたり、ダンスが楽しいと感じられるということである。
ストリートダンスは、適度な挑戦課題を設定すれば社会性を育むだけで
なく、有能感や達成感をもたらす教材であると結論付けられる。高橋
ら（21）（22）（23）によれば、体育授業の中核的学習領域である運動技術と運動の社
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会的行動の学習の結果として情意的目標が達成される。故に、ストリート
ダンスは愛好的態度の形成に寄与する教材であるとも結論付けられる。今
後、年齢、性別、技能レベル等、対象者の属性を広げた調査を実施してい
くことで、楽しさの内容は更に具体的に明らかになると思われる。また、
授業内容、教材の内容の違いによって、楽しさの認知も変わってくるだろ
う。ストリートダンスは、他にポッピング、ヒップホップ、パンキング、
アニメーション等がある。それらを教材とした時の楽しさ、有能感の調査、
また、ストリートダンス以外のダンスを教材とした時の楽しさ、有能感の
調査も今後の課題である。
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資料1．モデル授業：白鴎大学発達科学部スポーツ健康専攻／
実技理論・実習ダンス1
〔講義目的〕
1．基本動作のポイントを理解し、それが実践できる。
2．基本動作を基にしたコンビネーションを覚え、それをリズミカルに実践で
きる。
3．習得した動作とコンビネーションを利用・発展させ、オリジナル作品を創
作できる。
〔講義のすすめ方〕
1．オリエンテーション、グループ分け（男女混合の4グループ編成）
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2．ハウス：パドブレ・キックバック
3．ハウス：ターン・フロアパターン（1）
4．ロック：トゥエル・ロック・クラップ・ポイント・ノック
5．ロック：スキータ・ツイスト・スクービードゥ
6．ロック：クロスハンド・スクーバット
7．ブレーキン：エントリー・ツイスト・キックバック
8，ブレーキン：6歩・3歩
9．ブレーキン：足抜き・足抜きからのフリーズ
10．基本ルーティン及びコンビネーションのテスト
11．創作
12．創作
13．作品発表、鑑賞、評価
〔成績評価の方法・基準〕
1．出席状況：46点（1回の欠席毎に4点ずつマイナス）
2，コンビネーション：24点（4点満点×6ジャンル）
3．創作作品：15点
4．筆記テスト：15点
資料2．コンビネーション
［ハウス］
1．キックバック
2．キックバック・パドブレ
3．フロア
4．ターン
［ロック：A］
1．キック（×3）・ボールチェンジ・スキータ・スクービードゥ
2．トゥエル・ノック・トゥエル・クラップ・トゥエル・ロック・トゥエル・
ロック3．スキータ・スクービードゥ・トゥエル・クラップ・トゥエル・クラップ
4．キックターン・トゥエル・ノック・トゥエル・クラップ・スクエアラン・
トゥエル・ポイント
［ロック：B］
1．クロスハンド・トゥエル・クラップ・トゥエル・ノック・トゥエル・クラッ
プ2．トゥエル・ロック・トゥエル・クラップ・クロスハンド・トゥエル・ロック3．スクービードゥ・トゥエル・ポイント・クロスハンド・トゥエル・クラップ（×2）4．トゥエル・ロック・トゥエル・ノック・トゥエル・ポイント
［ロック：C］
1．トゥエル・ロック・スクービードゥ（×2）
2．クロスハンド・トゥエル・クラップ（×2）
3．ノック・トゥエル・ノック・ロック・パドブレ・スクービードゥ
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4．スクービードゥ（×2）・ロック・ノック・トゥエル・ロック
［ロック：D］
1．スキータ（×3）・スクービードゥ
2．ツイスト・ヒールタッチ・トゥエル・ロック・トゥエル・ポイント
3．スクービードゥ・トゥエル・ロック・トゥエル・ロック・スクービードゥ
4．トゥエル・クラップ・トゥエル・ロック・スクーバ・キック
［ブレークキン］
1．エントリー
2．アップロック・足抜き
3．6歩
4．3歩・足抜きフリーズ
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